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①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）   
②郵便番号・ご住所   ③電話番号   ④年齢
⑤赤十字 NEWS 7月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥赤十字 NEWS へのご意見・ご感想や、扱ってほしいテーマなど

郵　送／〒105-8521　東京都港区芝大門 1-1-3
　　　　日本赤十字社 企画広報室　赤十字 NEWS 7月号プレゼント係
F A X／ 03-3432-5507
メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS 7月号プレゼント係 」）

7月 29日（月）必着
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

応 募 先●

応募締切●

プレゼント

Voice 本紙に寄せられた読者の声をご紹介 !

5 月号の三陸鉄道の記事では、地元住民の方の喜びが伝わってきて涙が出
そうになりました。これからも復興に向けて、頑張りましょう!!

ともに頑張ろう!!　　　匿名希望 ( 熊本県熊本市 )

Def Tech エコバッグを３名様にプレゼン
トします。以下の項目を明記のうえ、郵送・
FAX・メールにてご応募ください。

大規模災害に備え、関係機関との
連携強化を図るための合同救護訓練
が京都府と広島県で開催されました。

京都府支部が５月25日に開催した
第４ブロック合同災害救護訓練には、
赤 十字職 員やボランティアのほか、
消防・警察・自衛隊などの行政機関、京都府薬剤師会、佐川急便など600
人以上が参加。陸上自衛隊のヘリコプターによる救護班の搬送や、合同訓
練初参加の佐川急便の協力を得た救援物資の輸送訓練などを行いました。
広島県支部は同23日の「平成25年度呉市総合防災訓練」に参加。今年２
月に締結した呉海上保安部との協定に基づき、巡視艇による救護班の海上
輸送や重症者の緊急ヘリ搬送についての手順確認などを行いました。

JRC加盟校の三浦学苑高等学校
（横須賀市）は、赤十字国際委員会
（ICRC）が支援しているカンボジ
ア地雷犠牲者の実態を写した写真
展を同校文化祭（５月 31日～６月
１日）で開催しました。

今回使用した作品は、神奈川県支部が昨年度開催した写真展で展示した
もの。国際理解を深める教材として貸し出されました。会場設営や来場者に
対する説明資料の作成などは同校生徒会役員が中心に準備し、地雷に関す
る学習も重ねました。文化祭当日は生徒だけでなく、保護者や教員も写真展
を訪れ、「世界にはまだこんなに地雷が埋まっている国があるんだ」「こんな
状況下で、なぜ笑顔でいられるんだろう」とさまざまな感想が聞かれました。

全国の主要都市を巡回している
「赤 十 字 150 年 写 真 展 」が５月
29 日から６月９日の日程で山口県
立山口博物館で開催されました。
オープニングセレモニーには、赤十
字ボランティアや地域・行政関係者など 130 人が出席。山口赤十字病院の
院内ボランティアによるピアノ連弾演奏などで開会を祝いました。

写真展には、アフガニスタンの赤十字国際委員会（ICRC）施設内での車
椅子バスケットの様子など、人々に寄り添い続ける赤十字の歴史と多様な活
動を写した約 80 枚の写真を展示。観覧者からは「赤十字の歴史の重みがよ
く分かった」「さまざまな場面でいきいきと活動する人たちの表情が印象的」
などの感想が聞かれました。

関係機関との連携確認
民間宅配業者も初参加

文化祭で
地雷犠牲者の写真展

赤十字150年写真展
オープニングに130人

京都（上）、広島での訓練の様子

学生から同世代の若者へ伝えることが、赤
十字の活動や国際人道法などを身近に感
じてもらう機会になります

今後は宮城、岩手、大阪、熊本で開催予定。
詳しくはhttp://jrc.or.jp/jrc150/ で

「やらされているんじゃなく、すすんでや
ることで楽しくなってくるんです」

中学生になったばかりの１年生を
青少年赤十字（JRC）へと迎え入れ
る登録式が５月29日、新緑がきら
きらと光る雨上がりの徳島市城西中
学校で行われました。

今年で54回目を迎えた登録式では、初めての試みとして JRC の歌「空
は世界へ」を合唱部のメンバーが合唱。昨年徳島県リーダーシップ・トレー
ニング・センターの研修に参加し、現在は生徒会役員や JRC 役員を担って
いる生徒が全校生徒の前で JRC 活動への意気込みを発表しました。木津
正憲校長は、花の水やりをはじめ自ら気づき、考え、実行している生徒がい
ることや、野球部員が学校周辺の掃除にすすんで取り組んでいることなどを
紹介。「気づく」生徒が育っていることを強調しました。

気づき・考え・実行する
中学校でＪＲＣ登録式

京都府／広島県

山口県

徳島県

神奈川県

　全国 47 都道府県支部の赤十字奉
仕団代表が集う「平成 25 年度赤十字
奉仕団中央委員会」が６月４、５日の 2
日間、東京の日本赤十字社本社で開催
され、日赤の活動資金への協力者を増
やすための課題や災害時の奉仕団活
動について議論。また新委員長に堀口美鈴さん（長野県）を選出しました。
　参加者は６つの分科会で各地の実情や取り組みについて討議。より多くの方
から赤十字活動への協力を得ていくために「地域イベントに積極的に参加して赤
十字をアピールする」「活動資金がどう使われているかを広く知ってもらうこと
が大切」などの意見が出されました。災害発生時の奉仕団活動については「日頃
から行政や消防、地元団体との連携を密にする」「団員は地域リーダーとして防
災訓練を重ねよう」との声が上がりました。

　献血者数が減少する若い世代に、献
血の大切さと協力を呼びかける献血
推進プロジェクト「LOVE in Action」。
全国各地で展開してきたこの活動の集
大成「LOVE in Action Meeting
(LIVE)」が世界献血者デー（6 月14
日）にちなんで同13、14 日の 2 日間、
日本武道館で開催されました。
　２日間で約１万 6000 人が来場し
た無料ライブには、きゃりーぱみゅぱ
みゅ、ＡＡＡ、アンジェラ・アキ、土屋
アンナ、BENI、Aqua Timez ら人気アーティスト · 俳優 12 組が結集。迫力ある
パフォーマンスとともに、献血への熱い想いを語り協力を呼びかけました。この
プロジェクトは 2009 年にスタート。DJ の山本シュウさんを中心にラジオやイ
ベントなどを通して、「献血は、愛のアクション」と訴えています。

赤十字奉仕団中央委員会
災害時の活動などを議論

若い世代に献血を呼びかけ

LOVE in Action Meeting（LIVE）

日本赤十字社の TVCM ソング「Borelo」（2012 年）、
「Be The One」（2013 年）も収録された Def Tech
のニューアルバム『24/7』が 7 月10 日に発売されます。
2 年ぶりのオリジナルアルバムは、まるで1日 24 時間
のような表情を持つ全11曲を収録。

INFORMATION

匿名希望 ( 熊本県熊本市 )

2日間にわたって各地の奉仕団代表45
人が交流

今年で4回目となるライブ。大勢の若者が
参加しました

• CD＋DVD付 初回限定盤   2470円（税込）
• CD通常盤  1980円（税込）

『24/7 トゥエンティ・フォー・セブン』発売
Def Tech ニューアルバム
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産休サンキュープロジェクト第５回アフリカ開発会議（TICAD Ⅴ）

インタビュー  キャサリン・ミューラー氏（国際赤十字・赤新月社連盟 アフリカ地域広報部長）

世界で最も貧しい国々を抱える一方で、
経済成長の著しい国もあるアフリカ。人口
100万人を超える都市が52カ所に増える
など人口動態の変化も大きい地域です。参
加した各国の首脳からは、「持続可能な成長
を確保するため、防災や環境保全、女性や
若者を含むすべての人々の力の活用といっ
た視点が必要」との認識が示されました。

2015年以降のアフリカ開発政策につ
いて議論を行うテーマ別会合「ポスト
MDGs（ミレニアム開発目標）※に向けて」
に参加した近衞会長は、赤十字が各国に社
を置くネットワークを有し、政府の補完的
な役割を担っていることに触れながら「各
国赤十字は、支援を必要としている人たち
の声を拾うことができ、また、政策決定の

私が初めて日本を訪れたのは、2011
年３月21日から４月12日まで。東日本
大震災の救援にあたる日本赤十字社の広報
支援が目的でした。テレビ、人々の会話な
ど日本全体が「震災一色」の頃です。

あれから２年以上が経過した６月上旬、
岩手県大槌町を訪ねました。町に入り、ま
ず目に飛び込んできたのは、大きく様変わ
りした風景です。２年前は燃え尽きたビ
ル、潰れた家など破壊された町の景色が見

日本赤十字社は「産休サンキュープロ
ジェクト」を6月から開始しました。

アフリカのサハラ砂漠以南では、医療施
設の不足、非衛生的な環境下での出産で年
間16万人の妊産婦が、また、はしかやマ
ラリア、下痢などで337万人の乳幼児が
いのちを落としています。このプロジェク
トは、アフリカの母子のいのちを守るた
め、賛同企業の社員の家庭に赤ちゃんが１
人誕生するごとに、安全な出産に必要な用
具が入った「ママバック」1個相当額の
1500円が当該企業から日赤に寄付され
るというもの。

毎年、社員の家庭に約200人の赤ちゃ
んが誕生する住友商事は、「わが子の誕生
を機に、職場で支えてくれる同僚や上司へ
の感謝の気持ちに気づいたり、広く世界の
実情に目を向けて社会的課題の解決につい
て考えよう」とプロジェクトを支援。

日赤では、今後、より多くの企業に参加
を呼びかけていく予定です。

場にその声を伝えることが
できる」と赤十字の活動意
義を強調。その上で、アフ
リカ各国赤十字社が、減災
において、より力を発揮できるよう協力を
求めました。

今回のアフリカ開発会議では、官民連携
強化、女性や若者の役割重視もテーマの一
つ。日赤ブースでは、民間企業と連携して
始めた「産休サンキュープロジェクト」の
概要のほか、ウガンダ、ケニアなどで実施
している保健事業を紹介しました。足をと
めたアフリカ諸国の代表者からは「赤十字

渡す限り続いていました。それが今では、
建物の跡地に雑草や野花が生え、かつて静
寂に包まれていた町には、土地造成のため
家の基礎部分を壊す音や地面を掘り返す音
など、復興の槌

つちおと

音が響いていました。

変化は風景や音だけではありません。広
場でサッカーをする子どもたちや、スー
パーで買い物をする人々など、大槌町は生

の活動はよく知っているよ」「自分の国で
も活動をしてくれないか？」との期待も寄
せられました。

また、IFRC も赤十字国際委員会（ICRC）
と並んでブースを出展。主にアフリカ地域
で実施する事業の戦略やガイドライン、防
災・減災、コミュニティー強化などの資料
を配布したほか、各国代表団や他の支援団
体と情報交換を行いました。

活感にあふれていました。今回の訪
問でどうしてもお会いしたかった小
鎚神社の宮司、松橋知之さん（43）
も震災直後よりずっと活力がみな
ぎっていました。

松橋さん家族との出会いは２年
前。彼らの経験を聞いたことから始
まりました。知之さんは動けない自
分の父親を安全な場所に運び、妻の
里美さんは子どもを迎えに学校へ走
る。そして子どもたちは父親の知之
さんを手伝おうと火が迫る神社に一
緒にとどまろうとしたそうです。彼らの勇
気ある行動に心が揺さぶられました。

松橋さん家族は、私が日本を離れてから
も、機会あるごとにメールや手紙を送って
くれました。日本語が分からない私は、
ネットの翻訳サイトを使って読んでいま

　経済発展と貧困、環境問題などアフリカが抱える課題について話
し合う第５回アフリカ開発会議（TICAD Ⅴ）が6月1日から3日まで
横浜市で開催され、アフリカ諸国を含む86カ国と国際機関、市民団
体などから約4500人が参加。国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）
の近衞忠煇会長（日本赤十字社社長）は全体会合のほかテーマ別会
合に出席し、アフリカ諸国の問題解決に赤十字が果たす役割などに
ついて訴えました。

　国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）アフリカ地域広報部長のキャサリン・ミュー
ラー氏が、東日本大震災の被災地を再訪しました。震災直後に来日して以来２年ぶ
りに訪れた被災地は、彼女の目にどう映ったのか。話を聞きました。

※MDGs（Millennium Development Goals）は、
貧困問題改善を図るために国連を中心に設定さ
れた世界共通の目標。2015年がその期限となっ
ている。

　「国際人道法はきちんと理解されているのか？」という声
をしばしば耳にします。シリア内戦でも多くの市民が犠牲
になっていますが、こうしたニュースを耳にした時、国際人
道法の意義に疑問を感じるのかもしれません。
　しかし、道路交通法や刑法があっても違反や犯罪は絶え
ませんが、「法律は不要」とはなりません。国際人道法も
同じです。法律として存在することで、許されない行為が
明確になっているのです。また、1998年に国際刑事裁判
所が常設機関として設置され、法律違反抑止の制度も発
展してきています。

　市民の「声」も国家や紛争当事者の行動を変える大きな
力となります。国際人道法の中に、条約を広く人々に普及
することを遂行するルールが含まれているのも、それが理
由です。戦争をなくすことは大事ですが、実際に戦争が起
きた際のことを想像できなければ、人々のいのちや尊厳を
守ることはできません。そのためには、悲惨な現実をしっ
かりと見据え、戦争という状況下でも守るべきルールがあ
ることを私たち一人ひとりが知る必要があるのです。
　赤十字がよりどころとする「人道の原則」はそうした姿勢
に立脚しています。

最終回 一人ひとりの市民が「知る」努力を

す。内容を完璧に理解できるわけではあり
ませんが、心のつながりを感じます。こう
した交流を重ね、私にとって彼らは家族同
然になりました。

道路上のがれきを素早く片づけて被災現
場までの道を確保するなど、日本の震災対
応は素晴らしかったと思います。

しかし、「震災時の悪夢をまだ見る」と
松橋さんが話していたように、多くの被災
者がトラウマを抱えています。復興への道
のりは長く続くでしょう。でも、日本人が
持つ強さ、忍耐力は特別です。日本はきっ
とこの大変な時期を克服できると信じてい
ます。そして私たちはこれからも日本の
方々に寄り添い続けます。

大槌町では、新しい家が建築され始める
のは２年後ぐらいになると聞きました。ま
たその頃に訪問し、新しく建てられた家で
松橋さん家族にお会いできる日を心待ちに
しています。

アフリカの母子を支援
企業とタイアップ

会議には39人のアフリカ国家元首が一堂に。ベナンの大統領と握手を
交わす近衞会長

松橋さん家族が住む仮設住宅で。２年前に撮られた松橋さん
とミューラー氏の写真が部屋に飾ってあるのを見て、ミュー
ラー氏は「言葉にできないぐらい感動しました」

「アフリカの課題解決へ赤十字の力の活用を」
IFRC近衞会長が訴え

被災地で感じた復興の槌音、人々の活力 

日赤の支援活動へ
各国から期待

日本人の強さ、忍耐力を信じて

積み重ねた２年間の交流

（第三種郵便物認可） 赤十字NEWS （8）第878号 WORLD平成25年7月1日（毎月1日発行）


